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け
る
断
水
作
業
に
よ
り
水
の
流
れ

が
変
わ
っ
た
こ
と
が
要
因
の
一
つ

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
予
想
以
上
に
広
範
囲
に
広
が
っ

た
こ
と
や
工
事
現
場
か
ら
離
れ
た

場
所
で
も
濁
り
が
発
生
し
た
こ
と

な
ど
、
複
数
の
要
因
が
重
な
り
合

い
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
い
る
。
現
在
の
管
路
の
布
設
替

え
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
か
ら
順

次
行
っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
特

に
濁
り
や
漏
水
が
多
く
発
生
し
て

い
る
箇
所
を
優
先
的
に
進
め
て
い

る
。

A
　
水
道
料
金
の
見
直
し
案
の
内

容
を
問
う
。

B
　
人
口
減
少
等
に
よ
る
料
金
収

入
の
減
少
に
加
え
、
施
設
の
老
朽

化
対
策
や
近
年
の
物
価
高
騰
に
よ

る
更
新
費
用
の
増
加
に
よ
り
、
経

営
状
況
が
一
層
厳
し
さ
を
増
す
見

込
み
で
あ
り
、
下
水
道
事
業
も
令

和
６
年
度
決
算
で
は
使
用
料
で
回

収
す
べ
き
経
費
の
回
収
率
が
約
５０

％
で
、
残
り
を
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
で
補
填
し
て
い
る
た
め
、

受
益
者
負
担
の
適
正
化
の
観
点
か

ら
上
下
水
道
と
も
料
金
の
見
直
し

が
必
要
と
判
断
し
た
。
令
和
８
年

４
月
よ
り
公
営
事
業
審
議
会
に
諮

問
し
、
審
議
を
重
ね
て
い
く
。
改

定
案
と
し
て
は
、
令
和
９
年
度
及

び
令
和
１４
年
度
で
そ
れ
ぞ
れ
２５
％

の
料
金
引
上
げ
を
検
討
し
て
お
り
、

水
道
・
下
水
道
事
業
と
も
に
一
般

的
な
家
庭
で
令
和
９
年
度
は
月
額

約
４
１
０
円
、
令
和
１４
年
度
で
さ

ら
に
月
額
約
５
０
０
円
の
上
昇
見

込
み
と
な
る
。

A
　
地
方
に
お
い
て
農
業
、
漁
業
、

介
護
等
あ
ら
ゆ
る
業
種
、
産
業
を

支
え
る
た
め
外
国
人
の
方
々
が
必

要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
が
、
本

市
に
お
け
る
現
状
、
対
応
に
つ
い

て
問
う
。

B
　
人
口
減
少
が
続
く
本
市
に
お

い
て
、
外
国
人
の
方
々
は
、
担
い

手
、
労
働
力
と
し
て
ま
す
ま
す
重

要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
県
や
関

係
機
関
と
連
携
し
、
言
葉
や
生
活

習
慣
の
壁
に
よ
る
不
安
を
解
消
で

き
る
よ
う
相
談
窓
口
の
周
知
、
受

入
れ
企
業
の
実
態
把
握
に
努
め
、

安
心
し
て
働
き
、
生
活
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
連
携

を
深
め
、
互
い
の
文
化
を
尊
重
し

合
え
る
多
文
化
共
生
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
、
全
庁
一
体
と
な
っ
て
サ

ポ
ー
ト
体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

災
害
・
防
災
の
面
で
も
多
言
語
化

さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
製
等
、

避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
つ
い
て
も
充
実
、

整
備
し
て
い
く
。

　A
　
外
国
人
、
異
民
族
を
排
外
、

排
斥
す
る
一
部
の
風
潮
、
言
動
に

対
す
る
本
市
の
見
解
を
問
う
。
　

B
　
本
市
は
こ
れ
ま
で
も
人
権
尊

重
の
社
会
づ
く
り
を
継
続
し
て
お

り
、
特
定
の
国
籍
や
民
族
を
排
除
、

攻
撃
す
る
排
斥
主
義
的
な
考
え
方

は
容
認
で
き
な
い
。

　
今
後
も
人
権
教
育
、
啓
発
活
動

を
推
進
し
、
全
て
の
人
が
互
い
に

尊
重
し
あ
え
る
地
域
共
生
社
会
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
行
く
。

A
　
市
長
と
し
て
３
期
目
の
後
半

を
迎
え
、
思
い
や
考
え
に
つ
い
て

問
う
。

B
　
今
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、

防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
の
更
改
、

住
宅
耐
震
改
修
促
進
費
補
助
金
増

額
、
事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

の
更
な
る
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
、

農
林
漁
業
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
支
援
金
の

創
設
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度

導
入
、
補
聴
器
購
入
費
助
成
事
業

等
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
そ
し
て
若
者
や
子
育

て
世
代
の
環
境
充
実
の
予
算
編
成

に
努
め
た
。
　

　
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
少
、
物

価
高
騰
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の

備
え
な
ど
、
山
積
す
る
課
題
に
危

機
感
を
持
ち
な
が
ら
も
、
宿
毛
市

の
可
能
性
を
信
じ
果
敢
に
挑
戦
し

て
い
く
。
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
、
人
脈
、
経
験
の
全
て

を
駆
使
し
て
全
身
全
霊
で
取
り
組

み
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
も
に
夢
を

持
て
る
未
来
予
想
図
を
描
い
て
い

き
た
い
。

A
　
幡
多
６
か
市
町
村
、
四
国
西

南
地
域
の
中
で
市
長
の
立
場
、
本

市
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
問
う
。

B
　
定
住
自
立
圏
の
中
心
市
と
し

て
周
辺
市
町
村
と
協
定
を
結
び
医

療
、
福
祉
、
交
通
、
産
業
振
興
等
、

広
域
的
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。
特
に
防
災
面
に
お
い
て

は
、
重
要
港
湾
で
あ
る
宿
毛
湾
港

は
、
発
災
後
の
緊
急
物
資
の
受
け

入
れ
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
地
域
の
課
題
を
共
有
し
、

連
携
と
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
交

流
人
口
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

A
　
本
計
画
に
つ
い
て
、
今
後
ど

の
よ
う
な
方
法
で
市
民
の
理
解
を

深
め
て
い
く
の
か
問
う
。

B
　
本
計
画
の
周
知
は
、
地
域
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、
段
階
ご
と
に
努

め
て
き
た
が
、
発
災
前
か
ら
復
興

の
方
向
性
を
市
民
と
共
有
し
て
お

く
重
要
な
取
り
組
み
で
あ
り
、
周

知
は
一
層
の
努
力
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

計
画
の
概
要
版
の
作
成
、
全
戸
配

布
を
行
い
、
確
実
な
周
知
を
図
っ

て
い
く
。

　
ま
た
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

高
知
大
学
　
原
教
授
に
よ
る
講
演

会
の
開
催
等
に
よ
り
、
計
画
の
趣
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外
国
人
人
材
の
活
用
と

外
国
人
の
サ
ポ
ー
ト
交

流
に
つ
い
て

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ

い
て

宿
毛
市
事
前
復
興
ま
ち
づ

く
り
計
画（
案
）
に
つ
い
て


